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寂
光
塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
お
墓
継
承
に
お
悩

み
の
方
、
お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養

い
た
し
ま
す
。 

寂光塔（永代供養合同墓所） 動物供養塔（ペットのお墓） 

動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。 

檀
家
さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き
ま

す
。 

胎
内
市
仏
教
連
合
会
主
催 

 

真
言
宗
総
本
山
智
積
院
参
拝
と 

晩
秋
の
京
都
・
三
谷
温
泉
の
旅 

 
 

期
日 

十
一
月
二
十
九
日
〜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
月
一
日 

 
 

宿
泊 

智
積
院
会
館
、
三
谷
温
泉 

 
 

旅
費 

五
万
二
千
円 

 
 

定
員 

八
十
名
（
バ
ス
二
台
） 

 
 

〆
切 

十
月
二
十
日 

 
 
 

＊
詳
細
は
お
寺
ま
で 

 
三
遊
亭
鳳
楽
独
演
会 

 
期
日 
十
月
二
日
（
日
） 

時
間 
午
後
五
時
開
演 

 
 

定
員 

三
百
名 

 
 

チ
ケ
ッ
ト 

千
円
発
売
中
！ 

  

＊
鳳
楽
師
匠
の
本
格
落
語
を 

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。 

 
 

東
日
本
大
震
災 

 

三
月
十
一
日
東
北
関
東
の
太
平
洋
沿

岸
に
未
曾
有
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
影
響
に
よ
る
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
大
事
故
は
未
だ
収
束
状
態

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
三
宝
の
御
加

護
に
よ
り
一
刻
も
早
い
復
旧
復
興
な
ら

ん
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

曹
洞
宗
新
潟
県
第
四
宗
務
所
（
広
厳
寺

所
在
・
所
長
神
田
英
俊
）
で
は
直
ち
に
「
災

害
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
管
内
寺
院

三
百
四
十
五
ヶ
寺
に
義
援
金
の
お
願
い

を
し
、
五
月
集
計
で
は
九
、
三
一
二
、
三

二
九
円
が
集
ま
り
、
早
速
曹
洞
宗
義
援
金

本
部
へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
義

援
金
は
現
在
も
継
続
中
で
す
。 

広
厳
寺
で
は
寺
会
計
よ
り
檀
信
徒
義

援
金
と
し
て
百
万
円
を
拠
出
し
、
宗
務
所

に
振
込
み
ま
し
た
。
お
寺
に
義
援
金
募
金

箱
を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お
参
り

の
折
に
は
ぜ
ひ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
先
の
新
潟
・
福
島
大
雨
災
害
に

よ
り
管
内
寺
院
、
檀
信
徒
に
も
被
害
が
及

ん
で
い
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

＊
今
年
で
第
七
回
目
と
な
る
広
厳
寺
寄

席
。
鳳
楽
師
匠
は
故
五
代
目
円
楽
師
匠
の

総
領
弟
子
、
楽
太
郎
（
六
代
目
円
楽
）
の

兄
弟
子
に
な
る
。
お
楽
し
み
に
！ 

 

 
 
 
 

お
び
ん
ず
る
様 

 
「
賓
頭
廬
尊
者
び
ん
ず
る
そ
ん
じ
ゃ
」
、
十

六
羅
漢
さ
ん
の
一
人
、
ビ
ン
ド
ラ
ハ
ラ
ダ
シ
ャ

で
、
お
び
ん
ず
る
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

別
名
、
撫
で
仏
、
こ
の
像
の
頭
や
足
な
ど
を
撫

で
た
手
で
、
自
分
の
お
な
じ
患
っ
て
い
る
部
分

を
さ
す
る
と
病
が
治
る
と
い
う
信
仰
を
集
め

て
き
た
仏
さ
ま
で
す
。
本
堂
に
安
置
し
て
あ
り

ま
す
。
さ
わ
っ
て
な
で
る
と
す
ぐ
治
る
。 おびんずる様 


